
第３回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会 議事概要 

 

１．日 時 

平成２８年６月２４日（金）１３:３０～１４:３０ 

 

２．場 所 

    新潟県自治会館３０１会議室 

 

３．出席者 

  国     ：内閣府、自衛隊、海上保安庁、経済産業省 

  関係自治体等：新潟県、新潟県警察本部、柏崎市、刈羽村、長岡市、小千谷市、 

        十日町市、燕市、上越市、出雲崎町、 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

４．議 題 

 （１）原子力関係閣僚会議決定を受けた検討の状況について報告 
（２）新潟県からの報告 

（３）作業部会において今後取り組んでいく事項についての検討状況及び主な課題 

 （４）内閣府現地支援チームからの報告 

 （５）市町村からの報告 

 

５．概 要 

（冒頭カメラ撮りあり） 

 （０）挨拶（内閣府政策統括官付原子力防災推進官から冒頭の挨拶があった） 

 

 （１）原子力関係閣僚会議決定を受けた検討の状況について報告  

   内閣府が４月 25 日に開催された「原子力災害対策関係府省会議」決定に

より開催された３つの分科会（実動部隊の協力、民間事業者の協力、拡散計

算を含む情報提供の在り方）及び６月３日に開催された「国と全国知事会と

の意見交換会」について説明した。 

 

 （２）新潟県からの報告 

   新潟県が６月３日に開催された「国と全国知事会との意見交換会」におけ

る新潟県の意見等について説明した。 

 

（３）作業部会において今後取り組んでいく事項についての検討状況及び主な課題 

   内閣府が本作業部会において今後取り組んでいく事項を説明し、認識共

有を図った。 

 



 （４）内閣府現地支援チームからの報告 
   内閣府現地支援チームが今後取り組んでいく事項等について説明した。 

 

 （５）市町村からの報告 
   市町村が原子力安全対策に関する検討状況等について説明した。 

 

 （６）質疑等 

・ 市町村から本作業部会で取り組むスケジュール感について質疑があり、 

内閣府から時期を区切ることは難しいが可能な限り早期に取り組みたい 

旨を説明した。 

・ 市町村から、新潟県からの報告の中の「拡散計算の活用方法」に関して、

内閣府及び県に対して仮に原子力災害時の住民避難に拡散計算を使用す

る場合には住民が混乱しないよう配慮してほしい旨の要望があった。 

 

                                                              以 上 


